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医療・介護等の
支援ネットワーク

構築

認知症対応力
向上のための

支援

相談支援
・

支援体制構築

・認知症疾患医療センターを含む医療機関、介護サービス事業所等関係者の
連携体制構築

・認知症ケアネット（赤とんぼ連携ノート、認知症生活べんり帳）の作成・普及

・認知症に関する正しい知識の普及・啓発
・認知症対応力向上研修を医師会等と共催、多職種協働研修の開催
・たつの市キャラバン・メイト連絡会の支援、認知症サポーターの支援

・認知症予防普及啓発（個別相談、講座の実施など）
・認知症初期集中支援チームの主導・調整
・もの忘れ相談の実施
・認知症の相談支援、認知症カフェ等の支援
・若年性認知症の相談支援、若年性認知症カフェの開催
・はいかい高齢者等見守りSOSネットワーク構築
・はいかい高齢者家族支援サービス
（GPS貸出、はいかい高齢者等お出かけリスクゼロ事業）の普及
・介護マークの普及

【たつの市】認知症地域支援推進員について
１ 認知症地域支援推進員：6名（専従：5名 兼務：1名）
２ 認知症地域支援推進員の役割





＜認知症初期集中支援チーム介入の経緯＞

①警察から地域包括支援課に連絡。

②振込み詐欺被害に遭遇。警察からの
防犯指導も覚えていない様子があり、
複数回振込み詐欺の被害に遭遇。

③認知症が疑われ、認知症初期集中
支援チームの介入となる

ある団体から多額の資
金を送るというメール
あり。電子マネーを購
入しIDを相手に伝える。

被害内容



・訪問にて本人の認知機能評価実施。
本人はもの忘れの自覚や生活の困り事はなかったが「詐欺の原因を
知るための脳検査の実施」と働きかけ、受診へとつなぐ。

・専門医への受診支援を行う。
かかりつけ医と連携し認知症疾患医療センター受診につなぐ。

・度重なる被害遭遇により親族（自宅隣在住）との関係性が悪化してい
たため、本人、親族、チーム員で話し合いの機会を何度も持つ。
親族が買物、不審メールの確認を担うようになり、本人了解のもと、
携帯会社でのメール受診停止に至る。

・本人・親族と話し合い、今後に備えて成年後見センターへ相談に至る。

・詐欺被害再発防止のため近隣の見守り体制（ネットワーク）の構築を図る。
（親族、民生委員、駐在所、警察、コンビニ等）

＜認知症初期集中支援チーム介入の内容＞

ネットワークの構築により地域活動への
再参加・社会的交流の増加あり



１．本人への支援
被害に遭った本人への精神的支援と認知症専門医療機関受診への支援

２．家族・介護者への支援
傾聴と相談先の提示、介護負担軽減の為の支援

３．医師との連携
かかりつけ医・専門医への情報提供と受診調整
医師から本人・家族への助言・指導

４．警察との連携
今後の被害防止に向けた対策の協議

５．地域の見守り体制の構築
家族・民生委員・駐在所・警察・店舗（スーパー・コンビニ）・金融機関
等への見守り依頼。平時からの情報共有、有事の際の連携について協議。
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〇課題

・認知症の本人とその家族が詐欺被害に遭っていることに気付かない。

・詐欺で問題を抱えている高齢者に対する周囲の気付きが十分でない。

・詐欺で問題を抱えている高齢者の相談先の周知が十分でない。

・何度も詐欺被害に遭遇する高齢者に対して、認知症かもしれないという周囲の気付きや

判断力が十分でない。

〇今後の取り組み

・多職種との連携強化（事案発生前からの見守り体制の構築と充実）

警察・かかりつけ医・専門職・ケアマネ・民生委員・近隣住民・よく利用する店舗など

地域全体で見守り体制を強化していくことが必要。

→地域全体で詐欺被害に気づく事ができ、ストップがかけられる町づくり

・広報・ホームページ・認知症サポーター養成講座等で高齢者の被害の実態と相談先、

認知症による被害を見据えた対応について周知を図る。

→地域で必要に応じてチームオレンジが立ち上がり、問題を抱えた認知症の方の支援に取り組む。

認知症になっても
安心して自分らしく暮らせるまちへ


